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平成２４年度 第１回教育研究評議会議事録 

 

日 時 平成２４年４月１８日（水）１４時３０分～１６時４１分 

場 所 事務局大会議室・工学部大会議室（テレビ会議） 

出席者 伊東、石井、碓氷、柳澤、山﨑、浅利、舩橋、杉山、佐藤、寺村、今野、

梅澤、國宗、塩川、荒川、酒井、西原、増田、青山、塩尻、東郷、佐古、

星野、鈴木、渡邉修、糠谷、永津、渡邊尚、田中、三村、村井、加藤の各

評議員 

陪席者 德山監事 

中村、佐藤、木村の各学長補佐 

 

 議事に先立ち、議長から、今年度新たに評議員及び監事に就任した者の紹介、

並びに山﨑委員から、新たに部長に就任した者の紹介があった。 

  

Ⅰ 議事録の承認について 

  平成２３年度第１１回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ 審議事項 

１ 静岡大学教員データベースシステム管理規則の一部改正について 

  浅利委員から、教員データベースの代行登録を可能とすること及び入力デ

ータ項目の追加、変更等の手続きを定めることに伴う標記規則の一部改正に

ついて、資料１により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

   

２ 平成２５年度カリキュラム案について 

  石井委員から、本会議でのこれまでの議論を踏まえ、平成２５年度共通教

育カリキュラムにおける英語・初修外国語の整備、学部横断セミナーの取扱

い及びＣＡＰ制の導入について資料２により説明があり、種々意見交換、審

議の結果、原案どおり承認した。 

    また、議長から、今回は平成２５年度から実施する共通教育カリキュラム

において議論を重ねてきたが、今後、自然科学系、人文社会系及び教職に関

する科目の見直し等について議論を進めていく旨の発言があった。 

 

３ 静岡大学名誉教授の称号授与について 

  推薦部局長から、名誉教授への推薦理由等について、資料３により説明が

あり、審議の結果、原案どおり承認した。 

    なお、議長から、名誉教授称号授与式を５月３０日（水）に実施予定であ

る旨案内があった。 
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４ 国立大学法人静岡大学長選考会議委員の選出について 

  議長から、標記会議委員のうち「教育研究評議会が選出する評議員」４人

の任期が満了となったことに伴い、参考資料２「学長選考会議委員の教育研

究評議会からの選出方法について」に基づき、投票により選出したい旨提案

があり、これを了承した。 

投票の結果、梅澤委員、荒川委員、東郷委員及び鈴木委員を選出した。 

 

Ⅲ 報告事項 

 １ 企画戦略会議報告 

議長から、第１回企画戦略会議（H24.4.11）について、資料４により報 

告があった。 

 

２ 経営協議会報告 

   議長から、第６回経営協議会（H24.3.16）について、資料５により報告が

あった。 

 

３ 静岡大学外国人学生規程第１１条第２項の規定に基づき、学長が特に必要と

認める授業料等の不徴収についての一部改正について 

  石井委員から、「静岡大学外国人学生規程第１１条第２項の規程に基づき、

学長が特に必要と認める授業料等の不徴収について」について、留学生交流支

援制度ショートステイプログラムにより受入れる場合も授業料等を不徴収と

することとした旨、資料６により報告があった。 

 

４ 平成２４年度静岡大学入試状況について 

   石井理事から、平成２４年度静岡大学入試状況について、資料７により報

告があり、大学院において継続的に定員超過又は定員割れの状態にある専攻

については、定員見直し等の措置を検討する必要があるとの発言があった。 

       

５ 平成２４年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科学研究費

補助金）の内定状況について 

      学術情報部長から、平成２４年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助 

成金／科学研究費補助金）の内定状況について、資料５により報告があり、前 

年度との比較や各種目毎の内定状況の推移について説明があった。 

なお、今後、教員の異動に伴う配分額等の増減及び基盤研究Ｓの審査結果が 

が決定した後に、改めて確定額等を示したい旨の発言があった。 

      また、委員から、総額の推移や全国の動向、特に本学と同規模の大学の内

定状況についても示してほしいとの要望があった。 

 

  ６  静岡大学組織及び職名の英語表記に関する規程について 

   山﨑委員から、前回本会議（平 24 年 3 月 14 日開催）で承認された標記規

則について、同会議において英語表記の修正意見があったことを受け、監事、
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創造科学技術大学院長及び法科大学院長について、次のとおり修正した旨、

報告があった。 

・監事（Inspector General） →  Auditor   

・創造科学技術大学院長（Chairperson of Graduate School of Science 

and Technology） →  Dean, Graduate School of Science and Technology 

・法務研究科長（Chairperson of Shizuoka Law School）→ Dean, Shizuoka 

Law School 

 

 ７ 学生等評価及び組織評価の実施について 

   浅利委員から、平成２４年度及び平成２５年度にかけて実施される、学生

等評価及び組織評価の実施について、資料９により説明があり、各部局長、

学内共同教育研究施設長等に着実な実施と協力要請を行った。 

 

 ８ 学長補佐について 

   議長から、静岡大学学長補佐に関する規則に基づき、平成２４年度に指名

した学長補佐について、資料１０により報告があった。 

 

 ９ 教員の早期退職に関する取扱要項に基づく早期退職について 

   議長から、平成２３年度において早期退職した教員の実績はなかったこと、

並びに平成２４年度早期退職に係る手続きのスケジュールについて説明が

あった。 

 

10 教員採用等報告について 

    議長から、資料１１により、農学部１件の教員採用の報告があった。 

 

Ⅳ その他 

  １  静岡大学人文学部防災研究会報告書等について 

     寺村委員から、静岡大学人文学部防災研究会報告書の作成、学部としての

活動内容について紹介があった。 

また、全学的な防災対応及び規程等の整備について、要望があった。 

 

  ２  静岡大学ＦＤハンドブック等について 

     佐藤学長補佐から、静岡大学ＦＤハンドブック及びティーチングアシスタ

ントの心得・ＦＡＱについて作成した旨の報告及び今後配付の予定である旨

の紹介があった。 

                            以 上 


